
グローバルサウス諸国における森林を活用した防災・減災技術展開促進事業

＜対策のポイント＞
世界的に気候変動による自然災害の激甚化が深刻となる中、我が国が有する森林を活用した防災・減災技術をグローバルサウス諸国で展開するため、国・地

域毎の効果的な対策手法の技術的検討や、事業受注・実施に資する情報ハブの構築等を通じて我が国民間事業者による案件形成促進を図ります。
＜事業目標＞
○ 相手国の防災・減災担当部署や国際機関と具体的な案件形成に向けた検討・協議が開始された案件数（２件［令和11年度まで］）

＜事業の内容＞ ＜事業イメージ＞

１．森林を活用した防災・減災技術の展開促進に係る調査・分析、技術的検討
グローバルサウスのうち、特にアジアモンスーン地域に所在する国について、各国におけ

る災害の態様、災害対策の実施状況や発注プロセス、森林を活用した防災・減災技
術を適用する際の効果的な実施方法や工法について、現地調査やヒアリングを通じた
調査・分析を行い、各国の土地利用形態や災害発生プロセスを踏まえた効果的な手
法を検討します。これらの情報を整理した事業展開に参考となる手引きを作成します。

２．事業受注・実施に資する情報ハブの構築等
我が国民間事業者によるグローバルサウス各国での事業受注に向けて、現地での案

件形成に有益な情報ハブを構築します。

＜事業の流れ＞
国 民間団体等

定額

［お問い合わせ先］ 林野庁計画課海外林業協力室（03-3591-8449）

【令和７年度予算概算決定額  29,709 ( ー ) 千円】

【調査・分析、技術的検討】
・現地の土地利用形態や災害の態様、 災害対策
事業等の発注プロセスの把握・事業展開に参考となる
手引きの作成
・各国の土地利用形態や災害発生プロセスを踏まえた
効果的手法の検討

森林を活用した防災・減災技術の展開に向けた取組

【情報ハブ構築】
・案件形成に有益な情報ハブの構築

グローバルサウス諸国における我が国民間事業者に
よる案件形成を促進
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